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   枕崎市総合振興計画策定条例 

 （趣旨） 

第１条  この条例は、総合的かつ計画的な市政の運営を図るため、本

市 の 総 合 振 興 計 画 を 策 定 す る こ と に つ い て 、 必 要 な 事 項 を 定 め る

ものとする。 

 （定義） 

第２条  この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各

号に定めるところによる。 

 ⑴  総合振興計画 本市の最上位に位置する計画であり、総合的か

つ 計 画 的 な ま ち づ く り の 指 針 と な る も の で 、 基 本 構 想 及 び 基 本

計画で構成する計画をいう。 

 ⑵  基本構想 本市のまちづくりの基本的な理念であり、市の目指

す べ き 将 来 像 及 び そ の 将 来 像 の 実 現 に 向 け た 基 本 方 針 を 示 す も

のをいう。 

 ⑶  基本計画 基本構想を実現するための取組を示すものをいう。 

 （枕崎市総合振興計画審議会への諮問） 

第３条 市長は、基本構想を策定し、又は変更しようとするときは、

枕崎市総合振興計画審議会に諮問するものとする。 

 （議会の議決） 

第４条 市長は、基本構想を策定し、又は変更しようとするときは、

議会の議決を経なければならない。 

 （総合振興計画の公表） 

第５条 市長は、総合振興計画を策定し、又は変更したときは、これ

を公表するものとする。 

 （総合振興計画との整合） 

第６条 市長は、個別の行政分野における施策の基本的な事項を定め
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る 計 画 を 策 定 し 、 又 は 変 更 す る に 当 た っ て は 、 総 合 振 興 計 画 と の

整合を図るものとする。 

 （審議会の設置） 

第７条 第３条の規定による諮問に応じ、調査審議するため、枕崎市

総合振興計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

 （組織） 

第８条  審議会は、委員20人以内をもって組織する。 

２  委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 ⑴  公共的団体等の役員及び職員 

 ⑵  学識経験を有する者 

 ⑶  前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

３  委員の任期は、５年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

 （会長） 

第９条  審議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２  会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３  会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長

の指定する委員がその職務を代理する。 

 （会議） 

第 10条  審議会の会議は、会長が招集する。ただし、任期の開始の日

以後最初の審議会の会議は、市長が招集する。 

２  審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことが

できない。 

３  審議会の会議は、会長が議長となる。 

４  審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 
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５  審議会の会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （委任） 

第 11条  この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な

事項は、市長が別に定める。 

   附  則  

 （施行期日） 

１  この条例は、公布の日から施行する。 

 （枕崎市報酬及び費用弁償条例の一部改正） 

２  枕崎市報酬及び費用弁償条例（昭和31年枕崎市条例第15号）の一

部を次のように改正する。 

  別表第４総合開発協議会委員の項の次に次のように加える。 

総合振興計画審議会会長 日額  5,500円  

総合振興計画審議会委員 日額  5,200円  

 （枕崎市議会の議決すべき事件を定める条例の廃止） 

３  枕崎市議会の議決すべき事件を定める条例（平成27年枕崎市条例

第９号）は、廃止する。 


